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の
た
め
の
脳
内
闘
を

位
め

o
h
つ
乙
し
て
い
る
の
が
巾
ケ
民
共
汁
参
一
一
で
あ
る
υ

野
口
1

）

V
O
女
ら
し
さ
を
人
口
｛
一
弘
す
る
ジ
L

ノ
グ
ワ

J

幻
H
h
加
沼
は
紋
育
の

仁
で
有
六
と
あ
り
、
男
性
・

k
m
／｝い
hn
勺口我山いし停一
vzJγ

｝
町
出
蝶
に
ず
る
n

ん
ゆ
女
性
乙
男
性
心
特
性
の
宍
合
併
記
し
、
持
久
心
区
別
を

R百 7ょ
会に ノ
ポ＼

じコ す
日こ
山こ
ベう ；土
表 II
.lQ + 
のり
げ fa;
山 ~k
rや
てI江主：
え it
るを
全殺
体 i叉
廿ヲ
ミ子吃 '" 
Lよむ
おり

性
心
白
己
決
｛
疋
は
プ
ワ
i
セ
ゾ
ク
ス
や
妊
娠
中
絶
を
増
や
す

U

小
包
自
国
む

ニ
ヲ
ー
た
批
判
は
あ
る
が
ぶ

L
レ
孜
泊
正
流
れ
は
明
白
で
あ
】
I
G
〈
ぷ
り
お
領
域
の
作
民
と

1
て
の
た
注
た
も
町
川
、

止
戸
市
朽
の
机
曜
か
ら

政
治
に
院
わ
る
時
、

K
性
に
ち
は
、
利
絵
追
ぷ
の
た
め
の
ー
刀
一
に
よ
る
他
者
支
田
川
や
、
を
の
に
め
の
か
作
力
の
争
奪
吉
ぶ
め
ば
い
人
以

!Jjk共同参両代会と山市

ム
川
の
巾
に
f

川
内
性
た

h
が
求
め

て
い
た
こ
と
は
、
バ
ー
活
の
d

女
一
ー
と
中
古
寧
の
維
持
、
異
な
る
人
間
桐
↓
川
間
心
士
ハ
パ
ー
や
IF一然
と
の
共

利
権
配
分
（
げ
に
め
の
バ
ご
よ
る
権
力
闘
下
ザ
ー
は
な
〈

は斗

Jγ
川
の
｛
久
七
と
h
す
h
k
d

（
り
た
め
の
引
八
バ
ー
や
政

C
I止
化
に
組
み
入
れ
る

一L
3
1一
宇
治
者
1
／
7

レ
マ
、
（
山
女
性
り
政
治
と
の
悶
わ
し
ノ
々
は
、
カ
に
よ
る
利
悼
迫
ぶ
と
い
う
従
来
刑
の
政
治
の
あ
り
ん
に
、

v
u
つ
ひ
と
つ

の
政

Fr的
制
佐
を
一
一
人
ず
る
ー
も
の
で
あ
る
）

り
て
れ
が
利
他
議
導
羽
で
桟
ー
ん
土
山
向
判
明
の

H
A
の
保
J
的
政
治
文
化
ピ
刻
、
ν
い
流
れ
な
作
る

可
能
性
が
あ
る

v

新
し
い
共
牛
川
r
政
治
の
↓
山
、
れ
は
、

男
ル
民
共
可
山
経
団
対
ー
会
基
本
山
尚
一
を
市
進

L
た
f
仏
性
た
ち
の
運
動
に
み
法
的
で
あ
る
。
そ
の
M
J

珪
動
は
、 し、
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ジ
｝
／
ダ
l
士
パ
バ
汁
心
罰
法
主
組
み
入
れ
る
こ
2
に
よ
っ

C
男
女
の
市
人
説
的
平
等
を
求
め
る
一
戸
J

L

ノダ
l
！
？
ぺ
非
主
性
会

C
－
構
築
を
志

F
M
rる
一
世
紀
末
1
J
久
ー
の
女
性
た
主
が
展
開
し
ん
ン
二
ン
ゲ
i

ド
リ
一
ア
f
ク
ス
は
、
ヨ
活
者
の
ふ
悦
布
引
か
、
口
、
あ
る
い
は
N
J
J

二
シ
ダ
i

心
1

仇
阜
、
か
ら
、
戦
後
川
人
！
の
狭
山
川
で
伝
ι
品
川
的
立
利
権
追
求
型
政
官
に
H
井
戸
前
中
し
lv
て
中
」
お
こ
hu
い、

ず
る
は
ず
で
あ
る

r

新
し
い
共
聖
心
政
治
丈
化
JY
創
U

九一
U
年
代
は
ベ
わ
れ
た
一
一

u
qと
し
わ
れ
る
が
、
各
く
の
刻
、

J

九
八
ひ
ん
中
代
し
ず
い
ノ
行
政
改
H

円
一
、
規
制
緩
和
、

ミ

L
；
1
2
7
J
 

民
営
化
、
税
制
改
革
が
し
1
J
れ
た
。
相
川
政
権
N
M
降
も
政
ム
ヤ
涜
uy制
定
改
革
、

内
の
国
家
・
社
公
開
同
一
刊
聞
は
、

さ

J, 
＼ 

の
ct 
争

，，、
な
さ
才L 省

0 111 

~＇.l 祈
士三 icl 
以剖＇す JJjl ;Jヱ

~e {'; 
忍 jつ
やれ
首） 1こ
r'i. 

同

地
方
分
権
μ

収不、

戦
後
以
up以
い
れ
の
変
革
に
む
か
い
、

k
J巾
刑
引
の
環
治
問
題
に
対
処

γ
る
こ
こ
を
片
的
／
一
「
司
令
山
県
境
ぷ
本
法
、
前
日
品
川

4
7

市川
υ
行
使
の
処
迷
期
間
の
設
定
、
前
認
可

山
の
明
不
、
行
政
指
江
？
の
有
J
料
、
〈
十
日
汗
者
の
川
リ
係
化
h

仙
ど
中
定
渋
る
行
政

F
航
法
、
相
れ
注
物
心
欠
陥
に
令
ふ
り
れ
州
賀
高
に
生
じ
三
日
以
中
川
に

対
し
て
製
造
業
者
が
山
市
川
台
船
償
の
定
午
j
h
γ

一公ハうこ

る
叩
民
正
物
責
任
法
、
前
十
前
に
辺
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
子
流
計
仙
し
院
先

を
規
制
、
一
ヲ
司
令
寝
坊
ア
七
ス
メ
〆
、
i

法
、
介
在
保
険
法
、
裡
祉
な

y
引
定
心
身
営
利
げ
山
一
ー
ケ
↓
行
う
直
体
に
法
人
絡
を
刊
ソ
し
て
八
子
一
掃
を
増

近
ず
る
こ
と
を
尚
と
「
る
特
定
非
行
日
利
活
動
促
進
川
弘
、

rh中
市
に
応
じ
て
凶
タ
山
政
後
院
に

の
公
開
侃
を
義
務
付
行
ヲ
ヲ
パ
情
報
公
開
け
一
点
、

会労
主主 ft, 

it主人
が j官；
市l ゼ
定時
？？重
れ L
I：主主

を

ち
全対
コ

性
別
に
か
か
わ
η
九
五
〈
社
会
参
山
す
r
Q
基
本
呼
念
一
古
川
ら
か
L

す
る
男
女
共
同
参
同
什

認
外
阿
の
雫
刷
刊

ヨ
半
、
ζ

比
較
7

し
て
附
点
火
山
同
参
一
刈
じ
た
つ
く
り
出
J
U

産
ん
で
い
セ
刊
囚
の
一
手
例
J

さ
斗
て
み
よ
う

f

と
く
に
北
欧
諸
凶
、
わ
け
亡
、
ち
ノ
ル

－

一

一

｜

一

、

L
1

：、
l
J

一一

ピ

ト

r
y
i
J
1
f
L

0) 

z主
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ア
メ
リ
カ
で
は

千
九
六
ハ
J
h

什
末
か
ら
じ
八
け
一
合
代
に

、
社
会
的
に
長
別
さ
れ
て
き
に
者
戸
工
ス
ニ
ァ
ク
少
数
派
、

k
位、

渇
宝
ロ
芸
）

の
地
人
山
川
上
の
ー
た
め
に
、
極
川
用
や
教
育
に
お
い
て
一
定
の
優
先
枠
中
設
け
ャ
匂
ア
ブ
一
r
i
γ

一ア
f
ア
白
ア
ク
／
千
／

（積
ι間
的

差
別
M
K
y
山
内
川
区
ポ
ン
円
イ
／
ア
ク
ン
ョ
ン
）
が
広
か
っ
h

J

J

（
り
措
置
ι

悶
し
て
は
、
主
人
男
が
い
へ
の
「
必
え
別
」
で
お
る
と
い
っ
一

ス
批
判
も
あ
り
、
九
の
一
年
代
ノ
他
店
J

に
は
カ
リ
っ
す
ル
一
ァ
川
の

ttj
い
廃
止
す
る
州
4
山
て
き
ん
守
、

J

’f
v
少
な
く
と
も
ん
見
性
の
戦
旧
制

込
山
に
ぷ
へ
七
、
J
L
ん
役
刻
は
ト
人
さ
か
っ

／
ル
」
ノ
エ
？
を

L
U川町／
7

k

k
欧
諸
日
で
は
、

八
円
引
f
p
r
竹内山〕男女一一
M

ー
の
た
め
の
ケ
ャ
フ
ー
タ
削
制
が
広
が
っ

h

一
れ
は
公
的
山
政
裁

決
定
機
関
に
お
い
て

方
の
作
の
山
町
る
比
一
言
i

に
p
限
右
京
げ
る
も
の
J

に
あ
る
ο

ブ
ラ
シ
ス
で
は

（
り
つ
つ
年
に
、
退
去
一
に
際
に
て

す
べ
て
の
政
党
が
号
－

2
円
数
心
依
待
者
を
立
て
る
、
｝
乙
を
義
務
付
け
る
法
伶
～
パ
リ
テ
法
）
が
戎

ulL

女制
U

に
参
政
権
が
認
め
ら
孔

F

～
一
目
、
っ
こ
は
い
、

J

山、

ム
糾
れ
か
政
治
山
山
で
男
性
乙
日
等
に
治
問
L
て
い
る
と
は
ド
え
な
い
n

守
ノ
ラ
／
又
は

九
h
u
ハ
ノ
守
代
、
九
人
、
J
J
L
4
J

カ
出

と
り
わ
け
女
性
の
説
会
参
両
半
が
低

21hl下

一九
h
u
t－
可

E
じ
ん
ら
削
准
～
で
為
る
E
C

に
h
け
る
レ
」
民
議
会
に
け
め
る
丈
性
議
長
の
割
合
は
T

で
六
%
に

λ
q
J

さ
な
か
っ
た

U

ム
ハ
司
挑
む
川
の

普
通
法
学
一

に
支
、
え
ら
一
れ
た
買
吐

中
心
C
W以
内
白
む
ド
刀
を
真
に
引
力
介
九
ぃ
中
T
3む
も
心
に
す
る
に
は
、

（
被
）
選
挙
権
一
も
一
ピ
m
d
k
に
保
障
ナ
る
だ
け
で
は

l
分
c
h
d
いコ

!Jjk共同参両代会と山市

一一
k
l
に
二
人
パ
V
K性
任
会
党
員
出

J

ト
由
、
ギ
等
、
パ
リ
一
こ
ど
山
山
町
似
し
、
川
、
他
方
す
へ
て
の
議

C点
目
市

民
ら
よ

伝
戸
江
リ
J

＼

t
q

；
 

会
で
の
対
立
同
数
一
点
痛
の
山
制
化
合
安
水
し
た
｝

J
1

ノ一？？
J

十舟
b
A
m
h
q
v＼

4
L
ヘヅ

J

l

j

i

l

t
』

V

レ

v
L

に
旧
い
て
い
阪
補
醤
の
羽
H
K同
教
や
L
A六
校
づ
け
る
法
中
で

ハ
ト
ノ
ア

h

子
、
収
の
ι

め
に
一

北
川
八
ι
に
査
が
北
ド
吉
川
竹
わ
れ
、

ワ
ュ
ワ
平
に
パ
円
一
三
院
が
制
定
宍
れ
た

と
の
ザ
匂
わG

E
M
 コ
ン
ユ
ン
ダ
・
ニ
ン
パ
ワ
ャ
メ
／
ト
山
相
殺
）
げ
か
別
原
一
の
ノ
ル
ウ
工
一
？
に
お
い
て
も
陸
一
体
的
改
寄
常
汽
が
抱
迭
さ
れ
C
い

る
に
ノ
ル
つ
ニ
ー
で
は
民
間
1
場
公
烹
の
ru〈
川
口
比
半
JT七
%
か
、
り
山
口
%
L
す
る
よ
う
に
と
の
勧
告
が

の
の
一
二
可
に
行
わ
れ
、
の
一

。
一
作
ー
に
は
不
明
江
成
〈
1

時
五
へ
の
制
裁
J
H
ん
は
れ
一
法
改
け
を
抗
凸

L
、
片
岡
怖
達
成
を
ほ
扶
助
す
る
た
め
に
女
性
人
材
デ
｝
タ
ベ
ー
ス
」
を

九
IL 
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作
っ
す
に
。

一
九
ヒ
ハ
〉
午
代
以
降
に
、
谷
氏
〆
叫
が
比
例
代
表
名
薄
一
を
市
力
f
以
半
々
に
す
る
ク
オ
lhv
制
J

ど
探
川
市
し
た
粘
来
、
女
性
心
政
界
LA

出
円
以
送
人
、
｛
寸
〕
門
ん
の
行
会
的
支
綬
b
充
実
し
た

多
数
、
り
政
党
が
ケ
オ

i
タ
制
を
導
入
し
、

ス
ウ
ニ
i
l
l

－
一
ノ
／
は
一
ャ
パ
北
川
ノ
Lr
の

2

三六十で、

男
女
交
互
の
佼
愉
壱
タ
簿
か
」
作
凶
｛
二
一

ι仙
川
訪
問
カ
ド
一
例
代
表
制
の
選
挙
さ
ク
オ
Y

タ
制
JT円
以
り
人
れ
亡
、
久
性
心
政
治
安
河
一
を
巨
〈
か
、
コ
涼
め
て
い
る
ご
と
U
T

陀
士
乙
る

と
、
ヶ
オ
タ
制
は
、
普
通
退
」
い
ず
に
お
い
て
也
大
羽
で
き
て
い
な
い
男
J
U

八
の
不
以
位
一
千
～
是
正
寸
る
措
去
と

L
て
右
効
で
あ
る
c

ス
ウ
r

－1
s
f
r
J

原
境
相
引
の
1

シ
ド
ば
次
の
ふ
一
J
に
述
ベ
タ
句

ス
ウ
エ
ャ
デ
ノ
で
は
大
叩
の
女
性
；
hlv
例
き
な
が
り
子
供
、
市
内
げ
て
る
の
己
、

育
児
休
山
は
仕
事
の
妨
げ
に
な
り
な
い
。
言
自
あ
る
役
続

に
パ
て
も
育
児
休
隈
は
／
一
る
。
在
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
成
山
長
だ
っ
た
凶
ム
リ
，
川
、

二
男
や
咲
ん
た
こ
さ
に
八
三
口
同
ど
休
ん
だ
が
、
代

一
打
者
が
J

た
か
ら
ム
フ
マ
院
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
多
い
に
を
河
山
間
に
引
況
を
仰
視
し
て
ム
ド
児
休
限
を
J
U

ト
す
る
人
が
批
判
を
受
け
る
。
も

ち
ろ
ん
子
官
て
J
仕
雫
を
市
川
立
r

J

る
に
は
犬
剣
山
の
紛
い
じ
J

、
け
い
が
欠
か
せ
な
レ
。
な
が
即
位
保
デ
↓
出
油
公
J
J
7

が
h
一
人
口
一
了
浜
吉
官
と
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
夫
の
協
力
が
あ
る
か
ら
だ
U
J
Y一市川
J
b
父
認
か
ム
H
U
Z
休
暇
を
と
ら
な
札
口
、
い
れ
ば
休
暇
期
慌
が
短
く
な
る
剣
山
比
に
l
亡
、
庄
内

件

t
h
U
A
J
E
3
J
ど
J

と
し
亡
、

d

t
ィ

I
fノ
’

d
v
v
L
Y

労
性
が
一
古
川
児
に
参
加
す
る
よ
う
に
伝
っ
た
結
果
、

社
会
ん
l
払
U
M
M
M
恥庭
T
J山
を
丹
下
弔
す
る
よ
う
に
ほ
っ

た

だ

1
ぐ
え
は
市
設
会
以

J

長
引
い
た
と
き
に
市
長
が
、

一人
AiUば
，
十
供
心
誕
生
い
だ
か
ら
平
く
帰
ノ
日
」
と
一
い
出
し
て
も
、

同
凶
か
ら

非
誰
J

ピ
受
け
る
乙
と
は
広
い
っ
国
会
議
は
り
川
引
を
J

め
る
ほ
yIμ
い
い
の
政
計
家
が
増
、
ス
た
と
と
て
芳

f
政
治
家
（
り
意
識
げ
以
前
も
進
ん

だ
r

私
に
ヱ
ト
は
ふ
い
ん
帰
り
一
て
ろ
っ
て
政
出
家
だ
が
、

hm
冗
い
に
日
八
ん
の
選
挙
辺
動
を
相
手
に
手
伝
っ
と
ほ
し
い
と
思
つ
七
一

L
l
は
必
い

J

ス

）ノ
j

i

d

ノ
ン
で
も
政
治
家
が
男
同
ば
か
わ
だ
ぺ
た
廿
は
ゼ
河
川
公
選
品
川
の
パ
ー
一
一
ィ
？
に
者
今
、

M
行
す
る
慎
行
ー
ゴ
ト
と
あ
〉
た
が

、J
J

干

一

一
J

ヲ

」

7ト

一
口
い
快
刈
」
は

ι性
の
し
か
1

会
進
山
、
と

、il
 

こ
う
し
た
社
公
や
作
る
に
は
紋
百
J
2一
問
中
一
安
で
あ
る
。
川
m
u
i
久
山
当
教
育
を
実
況
ふ
ナ
J
ムV
た
め
に
は
、

男
f
u
A
ん4
混
ぜ
、
引
い
ば
い
い
と
い
う
も
の
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で
も
公
い

ν

男
人
仏
心
教
育
機
会
を
実
正
日
的
に
均
等
L

す
る
す
7
め
に
は
、

わ
%
台
に
よ
っ
こ
は
労
女
王
ピ
f

ず
け
る
－

TL
も
必
要
と
ん
め
る

ν

三、
yγ
え
d
h
、

ス
ワ
ェ
li
一
ア
／
心
あ
る
小
J
J

子
校
で
は
、
孜
一
干
の
了
ど
も
川
市
7
一
〆
ヒ
「
l
i
h
7
4
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
い
か
犯
よ
し
と
、
お
じ
y

な
し
い
人
民
の
f

十
七
ケ
勺
た
さ
れ
る
こ
と
が
k
い
よ
ぷ
に
、
リ
了
岡
市
、

7
入
よ
J
H
付
ご
ト
2
7
f
L

、7u

d

i

J

1

1

う
；
v

L

J

不
ウ
ー
の
砕
け
司
悶
に
労
p
ナ
ば
か
れ
〆

が
ゴ
ー
ル
2

引
に
集
ま
り
、

女
了
が
”
’
弔
に
待
方
を

γる
状
J
v
h
b
孔
変
え
る
た
め
、

甲
山
山
一
久
別
の
長
業
に
す
る
な
い
ベ
ー
礼
子
一
千
待
に
さ
れ
る
こ
少
、

ん
付
方
に
L
る
こ

t
r慢
れ
て
、
ν
ま
わ
ん
＆
し
い
夫
が
な
さ
れ
て
い
ゐ
c

C
C
二
年
に
い
ト
ト
本
で
川
ん
ん
八
日
ヘ
向
山
手
一
判
会
議
基
本
間
忍
専
門
委
只
会
；
h

l

v

J

久
什
心
チ
s
i

レ
ン
ジ
ぇ
捻
裁
を
検
討
し
た
払
宮
本
令
市
汗

ーに」
0

》
こ
と
は
出
界
的
に
見
し
花
々
治

μJV進
ま
ず
、
寸
前
防
交
；
か
き
わ
め
て
ほ
い
じ
れ
本
女
性
の
工
／
パ
ワ
ー
メ
シ
ト
の
必
安
刊
ζ
U
Y市

－
凶
作
を
述
べ
て
い
る
ハ

し
九
M
L支
援
策
の
方
市
一
は
七
さ
れ
て
川
る
が
、
パ
ロ
ハ
体
的
な
数
い
ヨ
際
や
け
な
成
官
制
限
な
に
の
記
述
は
な
い
。
見
／
民

平
守

σ
実
現
に
は
、
当
則
規
定
を
伴
う
実
効
性
心
占
め
る
法
制
度
の
乏
備
が
必
袋
で
あ
る
。
こ
う
L
1乙
口
、
を
踏
ま
え
て
次
の
せ
つ
な
提
案

が
な
さ
、
れ
亡
い

y

天
体
的
云
法
刻
化
か
必
史
な
半
前
（
と
し
ご
は
次
正
心
山
J

が
あ
る
U

r

仏
よ
一
桁
e
甘

4A
婚
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
山
山
剤
、
社
余
保
有
岸
制
段
、
一
醇

用
ソ
ス
一
プ
ム
吉
ド
情
出
作
か
ら
制
人
市
忙
に
改
め
る
こ
と

J

内川
U

村
会
の
お
ら
一
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

一C
一
行
と
ま
で
に
火
作
が
桁
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導
的
地
山
い
い
に

1
め
る
剖
合
町
少
な
〈
と
も
一
口
利

r寸
る
よ
ろ
に
ク
オ
lhγ
制
乞
採
川
す
る
こ
と

多
保
ヘ
弘
一
明
者
」
方
ハ
の
支
援
策

と
し
て
「
f
l
ト
労
働
汁
い
を
弘
、
子
日

パ
ー
ト
タ
イ
フ
、
！
と
7

ル
タ
イ
マ
ー
の
vV働
条
判
を
均
守
に
し
、

阿
古
問
心
白
け
け
と
移
動
を

ご
と
c

口
組
育
児
休
業
中
心
一
一
府
保
ぬ
か
ら
の
給
料
I
4絵
乞
攻
在
の
凶
ハ
）
%
引
ら
一
八
パ
一
一
一
括
二
引
き
j
げ、

父
殺
に
t
h
し
て

－
F
 

U
ム一も

少
な
く
と
も
ヶ

H
の
休
暇
双
山
口
を
義
務
九
作
画
す
る
こ
竺
⑤
男
什
山
一
一
測
さ
方
乞
見
丙
↓
た
め
、
銭
業
時
聞
の
卜
阪
を
法
律
で
ど
め
一
、

午
次
右
川
崎
休
相
乞
消
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
一

7
1

孜
育

γ

一
Z
m
…vMK
L主
目
次
の
乙
お
り
υ

数
台
行
政
綜
織
に
川
ん
女

L
S教
九
け
を
推
進

F
る
担
、
者
を

E
吉
、
殺
良
心
仙
川
修
や
一
民
主
市
プ
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円
グ
フ
ム
宏
文
援
等
、
学
校
説
也
事
ず
と
の
連
提
示
L

府
品
川
に
は
か
る
ミ
と
②
ヴ
山
伐
の
管
思
職
、
次
育
委
己
目
、
数
列
丹
む
は
笠
者
や
一
編
集

者
、
教
科
書
検
定
安
貝
等
、
教
ム
ブ
り
進
路
決
定
に
闘
わ
る
部
署
に
お
い
て
、
ん
山
牧
町
刃
位
と
同
数
心
構
成
に
す
る
こ
と

J

孜
副
主
同

拾
い
｛
む
制
版
J

旬
、
脱
止
も
ん
己
め
て
見
育
心
、
円
庄
LGNt
桔
令
、
労
女
平
円
：
を
進
め
る
の
に
、
川
さ
わ
し
い
教
科
書
の
山
川
版
、

j末

吉l
~＇. 

,_ 
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〉
工
、
〆
夕
、
の
絞
点
主
守
山
相
L
Z人
数
一
回
採
用
事
一
行
1
＼

採

mいいはは
f

l

u

－zd児
I

片
山
斗

J

数
行
の
別
抗
仰
を
行
、
つ
こ
と

ν

こ
れ
ら
の
従
業
が
実
羽
「
れ
ば
、
久
性
は
エ
ン
パ
ワ
ず
る
一
、
と
が
で
き
、
切
立
共
同
主
ノ
ヨ
弘
余
が
裕
一
川
す
る
よ
え
な
、
家
際
・

場
a

池
山
内
て
田
力
ん
（
が
L

刊
等
し
な
パ
、
ト
ナ
7

／｝一して
r山
此
了
る
ニ
ー
ニ
が
で
き
る
の
と
は
な
い
か
。

ノ
ル
ウ

7
な
ど
の
北
欧
諸
国
の
よ
A

に
、
男
k
y二
ー
も
に
例
へ
と

L
て
口
げ
し
、
戦
菜
人
、
家
経
人
、
治
域
人
と

L
て
パ
ラ
ご
へ
の

ζ

し
れ
た
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル
を
沼
状
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

円
本
の
川
市
卒
も

U
伝子

j

る
だ
っ
う
口
久
性
心
掛
附
き
や
す
い
条
刊
の
蕊
仙

が
も
主
め
て
さ
に
苫
一
は
と
出
生
よ
い
「
九
J

司
仮
し
て
い
る
n

ノ
ル
内
ユ

l
に
お
け
る
ト
女
洋
と
以
ム
旧
ゾ

ノ
凡
ウ
コ
ー
は
丈
性
討
会
t

一MH
h
H

の
割
合
が

C
つ
f
f八
号
現
と

社
界
一
u

い
で
あ
】
I
G
〈
日
界
的
に
も
双
山
U

の
い
採
へ
の
r
比
吋
の
参

刷
れ
い
り
際
立
つ
凶
f
み
る
わ

女川
U

＼
心
参
加
は
、

社
会
主
／
加
め
に
円
以
前
化
と
ど
や
行
ず
る
形
で
展
開
し
た
わ

女
性
議
員
は
昔
か
ら
伝
統
的
に
々
す
か
っ
と
わ
け
て

L
a
u
r
d

バマ

j
t
7
1
 
主
性
の
半
缶
、
々
が
λ
き
く
変
化
し
た

そ
の
流
れ
を
推
准
し
た
要
匹
は
、

Lfムバや

九
じ

oh
代田
U
べ
か
ら
急
法
に
滑
加
し
に

女
作
円
身
の
変
化
、
出
挙
制
度
な
ど
似
々
で
あ
る
乙
バ
ポ
北
九
仏
女
性
地
動
は
、
い
行
会
や
政
党
は
と
多
布
r闘
に
働
き
か
れ
ノ
る
ほ
か
、
一
一
匹
、
学
時

に
も
運
動
な
行
っ
て
き
た

多
く
の
政
え
は
、
内
外
か
ら
の
一
向
き
か
け
主
受
け
し
、
内
部
機
関
や
茂
八
J

の
怯
前
者
j
ス
ト
円
二
定
割
台

山
上
の
阿
川
川
手
一
ム
r

め
る
L
A
針
へ
ク
オ
ー
ク
制
）
を
導
入
ず
る
に
い
た
っ
と
仁
ク
オ
i

タ
制
は
、
公
的
惚
悶
が
任
命
・
退
任
す
る
妥
一
以
余

や
審
議
会
等
の
情
去
に
も
導
入
さ
れ
一
に
い
る
υ

こ
の
て
っ
に
政
弘
決
定
過
杭
へ
の
f

民
件
刀
志
一
円
山
は
法
怜
に
け
る
制
反
を
備
え
て
初
進
さ
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大
き
く
変
化
し
え

同
校
や
i

維
持
、
れ

J

！日沢 民品市 IノルL三 川空l r.I 干抗rn 人戸＂＇＇＇＇パ礼 17•；員にと主在が川羊

と
れ
一
説
家
出
が
J

唱
え
え
r

働
く
ん
火
柱
、
も

増
加
し
た
〈
苛
町
一
ノ
と
し
と
は
六

O
T代

ユゼ尚一、
J

て
似
叶
ー
の
充
当
日

d

図
、
コ
れ
、
り
で

れ
ま

E
K性
UJ
担
〉
て
き
た
介
護
や
保

有
が
t
円
治
体
の
提
供
す
る
サ
ヲ
ピ
ス
「

z守
り
、
そ
れ
を
但
当
す
ノ
る
ス
タ
ッ
フ
が

労
働
市
場
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
日
っ

に
こ
〆
｝
、
池

η
領
域
で
も
人
川
内
不
足
が

作
じ
た
こ
と
、
機
械
化
に

省
川
一
化
が
し
は
か
ゃ
れ
た
、
7
r一
仕
ど
か
あ

る
そ
う
し
た
状
況
で
、
六
f

ノ
宇
佐
い
に
性

別
役
割
分
担
や
刃
f

仏
心
機
会
均
弘
J

が
議

へ
掬
さ
れ
た
つ
し
か
し
職
場
は
刃
竹
俊
市

1,('l!I”） 

と
あ
っ
七
u

u
同
い
地
位
け
男
性
で
！
め

h
J

れ
、
多
く
の
F
K
M
け
は
低
賃
金

つ
い
に
い
2
1
0

家
一
廷
と
仕
事
の
一
司
止
は
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%l易
で
止
か
っ
た

F
K性
、
山
労
作
と
い
同
じ
上
2
1
p
v
b
r
t
ゐ
リ

γ
を
形
成
す
る
り
は
不
可
能
だ
コ
ヲ
ヲ
パ

お
実
に
は
市
川
一
K
の
役
割
分
佐
む
見
直

｛

d
d
O
品川日比斗、
h
d本
JJω

口社主一リ、い
V

戸」ん
h
n
J

つヨ｝叫

J

J

I
ぇ

l
l
y

ザ

そ
う
し
た
な
か

な
つ
に
ハ
り
が
新
し
い
f
久
性
波
品
川
で
あ
る
υ

e

p

れ
は
じ
っ
小
代
「
ば
に
全
盛
刻
、
や
む
え
た
っ
口
問
礼

h
既
存
の

ぉ
i

会
寸
一
右
前
ほ
と
し
た
機
会
均
等
ゼ
は
な
く
礼
会
一
口
付
の
ぜ
晶
子
た
っ
た
じ
そ
の
止
め
の
椋
々
な
具
体
的
札
制
策

J

ずれ
Y
求
し
丈
に
と
く
い
き
忍
陀

に
お
け
る
男
ム
の
役
刻
分
旧
い
な
従
え
る
こ
と
が
主
析
さ
れ
わ
（
、

そ
の
た
め
に
T
m
r日

4

欠
／
一
み

の
が
政
策
叫
ず
い
た
治
行
へ
の
久
性
の
参
引
と
あ
る
ロ
女
性
1hlv求
め
る
政
策
は
見
性
に
ハ
k
f
l
L
て
J

徳一

ら
う
て
だ
日
付
す
る
の
で
は
な
く
、
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性
河
内
吋
が
収
り
新
む
、
必
要
が
あ
る

J

政
界
ヘ
心
女
性
の
佐
川
市
が
エ
な
け
け
傑
仁
な
っ
た
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政
党
本
ニ

の
問
題
に
つ
い
て
基
本
的
に
河
併
合
不
し
ん
一
口

d

の
小
人
げ
の
多
く
の
か
九
社
が
政
兄
に
参
加
す
J

る
よ
う
に
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政
光
内
部
で
要
求
実
現
を
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こ
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な
3

た
U
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ハ
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に
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へ
る
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、女仕上一訟ハロ
F

、
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ら
割
合
が
激
情
し
た
c

女
性
逆
効
か
ら
政
党
へ
心
ド
カ
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選
挙
正
一
快
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選
ひ
に
影
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与
え
た
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叫
ん
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の
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＼
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／
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た
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L
か
し
去
し
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性
運
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わ
る
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が
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と
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て
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問
先
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を
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げ
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の

f
u
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代
の
け
且
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作
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成
国
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し
て
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等
民
、
保
育
所
伝
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り
れ
る
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九
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え
た
、
八
日
一
年
代
に
女
性
の
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が
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小
さ
い
ノ
ア
ピ
ヲ
ち
の
い
る
ん
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竹
jvpJた
り
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に
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政
界
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験
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は
円
以
十
三
円
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労
働
党
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汰
性
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1
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る
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え
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つ
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に
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仇
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働
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1
以
て
、
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政
党
で
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こ
な
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一
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の
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結
果
で
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性
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前
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中
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台
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史
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史
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工
不
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年
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政
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に
お
け
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等
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つ
あ
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り
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界
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司
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準
｛
円
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君
、
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h
l

下
沼
休
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が
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充
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れ
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に
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行
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五
日
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る
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八
沼
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の
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障
が
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れ
る
よ
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で
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仏
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く
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八
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女
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品
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介
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A
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u
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増
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け
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で
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こ
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し
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政
界
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だ
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は
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り
弓
か
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ル
ワ
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ド
等
ナ
ピ
盃
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寸
る
け
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み
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た
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と
〈
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は
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茅
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さ
く
、
八
r
H
l
や
ド
寺
、
直

部
ー
い
っ
た
制
値
続
出
台
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て
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収
り
矧
ん
だ

山
山
挙
制
反
対
v

I

火
性
議
一
員
の
治
加
に
ム
伺
利
公
司
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右
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J
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と
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わ
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て
進
七
べ
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な
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わ

L
い
土
へ
し
を
杭
め
た
c

活
党
ほ
ん
火
佐
川
比
一
品
別
も
影
努
力
主
八
ん
持
L
2
0
選
挙
山
い
ゐ
っ
f
L

の
九
日
人
料
い
凶
体
り
γ川
叫
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瓶
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司
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仙
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司
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♂
叩
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ず
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仏
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述
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の
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な
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仏
性
議
け
同
、
の
多
い
諸
国
が
導
入
し
て
い
ゐ
ク
ォ

i
ゲ
制
な
ヨ
ヘ
ー
の
政
党
も
拾
い
討
す
べ
き
時
期

h

き
て
い
る
の
て
は
な
い
か
わ
一

「
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H
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℃
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什
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す
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な
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仔
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A
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く
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L
こ
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わ
÷
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円多ノ百一小
J
J
J

げ
1
3

匂
波
新
苔
、
一
）
〈
）
一
一
牛
、
二
ι
、
甲
山
一

m
h
bム
山
℃
山
町
同
洋
子
石
川
紅

f
吉
ド
最

F

十
人
久
性
心
｝
一

V
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陪
王
乞
て

き
J

川、

r

J

（
ノ
一
立
年
、
仁
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じ
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介
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菜
引
く
り
日
間
わ
っ
行
ド

辻
村
み
よ

P

十守口十日！山

ι
体
心
町
店
主
｜
｜
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叶
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摘
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什
的
、
ヒ
J

｝
ワ
ル
キ
1
、
大

同
ノ
ザ
土
一
止
ず
、
小
穴
空
間
、
伴
内
N
r
千
υ

と
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／
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－
F
K
7
J
主
性
会
訪
問
心
中
で

b
u宍
加
円
以
で
あ
〈

J

－
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